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ミ
、 リカンの比電荷

飯 塚 一

c

最近、ファインマンという物理学者が亡くなった。フ

ァインマン物理学という教科書やファインマン・ダイア

グラムという言葉で御存知の方も多いと思 う。朝永振一

郎、シュウィンガーとともに量子電磁力学の研究で1965

年度のノーベル賞をうけている。この人の文章はみな大

変に興味深いものであるが、その中に比電荷の詰がある。

比電荷とは電子一個あたりの電気量のことで遠い昔、高

校の時に習ったはずのものである。ミリカンはこの仕事

でノーベル賞を受賞 した。

さて、ファインマンによると実はこのミリカンの発表し

た数字は真実の数値からは、かなりずれたものであった

という。これには彼が空気の粘性として少々不正確な値

を使ったというもっともな理由があるのだが、興味深い

のはこの数値がいかにして正 しい値にたどりっいたかと

いう事で、数値の変遷 を見るとミリカンの次にやった人

はほんの少し数字を修正 して正 しい値に近づけているこ

とがわかる。その次の人もまたほんの少 し正 しい値に近

づけ、以下同じプロセスが続き何人かの手を経て結局現

在の比電荷の値に落ち着いたのである。

この話は期せずして実験をする者の心理が客観的であ

るぺき実験解釈に影響を与えたことを明白に示している

点で極めて重大である。っまり我々は実験をする時に、

既存の正しいとされているデータに近いものを出した時

は無批判に受け入れがちであるのに対 し、それから遠い

と思われるデータを出 した時は一生懸命、誤りの原因を

見っけ出そうとするものなのである。結果的に平均をと・

るとデータは少しずつ漸近的に正 しい値に近づくことに

なる。この方式は時間がたてば結局正 しい値が出てくる

という意味では一応機能 していることになるが、ファイ

ンマンはこれは大変に恥ずかしい事なのだと主張するの

である。我々は何よりも正両でなくてはいけないと言う

のである。一番だましやすいのは自分だという言葉もあ

る。我々は往々にして自分達を巧妙にだます。

やはり実験というものはこのように他人のやったデー

タで左右 されてはいけないわけで、自分のやっている事、

見ている事については、たとえ通説とは連った結果にな

ったとしても先人観にとらわれず、その通 りに解釈しな

くてはいけないということなのであろう。そしてその時

こそ実験の精度は本当の意昧を持つことになる。なぜな

ら通説と遠 うことを言うのはかなりの度胸を必要とする

し、自分のやった事に十分自信がなくてはで きない事だ

からである。実験をやるに際してあまり文献を読みすぎ

るなとはよく言われることだが、このあたりの厳しい現

実をさしているのかもしれない、,あまりに知識が多いと

データ解釈がそれに左右されてしまうのである。我々は

通説というものを信 じすぎてはいけないし、あらゆるも

のを疑ってかからなくてはいけない。要は批判精神とい

うことである。批判の対象がまず自分の手(手 技)で あ

る事はいうまでもない。正直であるとはそういう意昧で

ある。

さて、旭川医大の学生の皆さんはよく言われるように

人変よくまた素直に勉強 しているようである。(一 部の

例外を除く。)授 業風景でもまずその静かな事に驚かさ

れる。一昔前は木当にノー トをサラサラとる音しか聞こ

えなかったものであった。試験の答案を見ても教えた通

りの事がちゃんとAい てある。よくできているしギ ョッ

とするような答案は滅多にない(何 も書いてなくてギョ

ッとするのは時々あるが…)。

そうなると教師というのは勝手なもので何 となくもの

たりなく思 うのである。教師の言 う事は必ずしも正しい

とは限らないのだが、そのまま無批判に受け入れている

学生が多いような気がしてしまう。批判精神に欠けてい

るような気がしないでもない。

確かに批判梢神というやつは時間ばかりくうのでいわ

ゆる受験勉強 にはあまり向いていない。(現 在の国家試

験は明らかに受験勉強だ。)し かし私達が将来残すに足

るものを何か作 り出すことができるとしたら、それは1

人1人 の持っている批判精神を前提にするしか方法がな

いのである,,k学 という所はそういう意味ではもうあと

がない、,分かり易い講義を信 じ、簡略化 されたエッセン

スを覚えていくのも大事だが現実はそう単純なものでは

ない。基礎、臨床をとわず何かを作 り出すためには1っ

1つ の命題に対 し1ひ ねりも2ひ ねりもして考える精神

が必要なのではないだろうか?

今年は我が旭川医大の国家試験の合格率が極めて悪く、

久し振りに90%を 切ったという、,全道でも最低なのだそ

うである。これが学生諸君の批判精神のあらわれであっ

て、根本的な理解のために枝葉末節がっいおろそかにな

ってしまったための結果であれば良いのだが・・。単に勉

強をしなかっただけだとすると…。

(皮膚科学講座 教授)
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解剖学なんて…

毎年学生実習をしていて受ける質問に 「解剖学って何

か研究することが残っているんですか」というものがあ

る。もはや形態学というものは完全に古くさいものだと

思われているらしい。素朴にこういう疑問を発 してくれ

るだけまだましかも知れない。世渡りのじょうずな要領

のいい学生はそういった質問をすることなく、表面r.は

「解剖実習はたいへん有意義で した」なんて顔をしてい

るが、心の中では 「いや一、臭くてたまらんかった。実

習は疲れるだけ。臨床で使う解剖学的知識はそのとき臨

床で習えばいいし、教科書で勉強すればすむこと。」と思

ってる。そんなことは先刻お見通 しで、私自身がそうだ

った。

岩手医大に在学していた3年 生の頃は 「これからは、

生理学、生化学、免疫学の時代だ。ただ見ているだけの

解剖学なんて、たとえ電子顕微鏡を使 った研究だとして

も、いままで光学顕微鏡を使ってやられてきた仕事の延

長に過ぎず、方法論的に行 き詰まっているんだろう」と

思っていた。ある日のこと、生理学教室に遊びにいって

前記のようなことを喋ったところ、 「馬鹿なことをいう

もんじゃない。対象物を2っ の目で観察するという作業

を形態学というならば、形態学こそ科学の幕本だ。確実

性という面では、生理学は形態学におよばない。」と八

木教授に怒られた。けれども、かえってそういう教授に

惹かれてしまい、卒後は生理学を専攻 しようかと思って

しまった。4年 に進級の決まった春休みには、京都で開

かれていた医学会総会に1司級生何人かと見学に出かけた。

そこで展示されていた走査電顕の疏体写真に感激した私

達は、大学に帰ってから第二解剖学教室(組 織学)に 出

かけていき、そんな写真がどうやったら撮ることができ

るのか聞いてみた。ちょうど走査電顕が入ったときで、

試料作りから写真撮影 ・印画現像まで教えてもらった。

本来の実習講義で忙 しいのにもかかわらず(ほ とんど1

年中講義があり、実習も約50回 あった)、 約2カ 月間も

懇切 」'寧に指導してくれた山内教授の人間性 に強 く魅せ

られてしまい、 「この先生のもとで解剖学をやってもい

いな。」と宗旨がえをしてしまった。

かといって、臨床医学がおもしろくなかったわけでは

ない。ポリクリで実際に患者に接 し、また、それを治そ

うと努力している医師の姿を目の当たりにしたとき、こ

れはやりがいのある仕事だと思ってしまった。けれども、

臨床に進もうか基礎にいこうか、と迷っていた私が基礎

を選んだきっかけになったのもポリクリであった。一一・緒

佐 藤 洋 一・

にポリクリをしていた友人達は患者の心をっかむことが

抜群にうまかった。私にはそういった資質が無かったく,

「私が医師になったら、かえって世のため人のためにな

らない。」そう思わざるを得なかった。ちょうどそこへ、

解剖学教室の助手の席があいたのでどうかという勧騰が

II1内教授からあり、解剖学を専攻することになった。

lll内教授のもとでは、もっぱら電顕を用いた仕事をし

ていたが、その際 「およそ形態学者と称する以上は、よ

り情報量の多い美 しい電顕写真を撮h、 最終的 には写真

の中に研究者自身のメッセージを込め、それが誰にでも

わかるようなものに仕上げるところまでいかなくてはい

けない。」と教わった(私 の場合、美的センスに欠けるか

ら一生無理かも知れない)。 縄文時代や江戸時代の人骨

の計測も手伝った。そうした仕事を通じて、2つ の目で

観察することに楽 しみを覚えるようになった(美 しい標

本を見るときはむしろ鑑賞するといった方がいい)。 形

態学は対象物をながめながら直感を働かすという相当主

観的な科学で、近代自然科学 における異端的存在である

ことがわかってきた。また、客観化の一手段として形態

計測の意義についても考えさせられた。まだまだ生物の

体の中のどこにどんな構造があるか調ぺられていないし、

機能を云々する場合にも形態学的手法は無視できない研

究手段である以 卜、なんらかの新知見は得 られそうに思

えてきた。それ以米、今日に至るまで解剖学をやってき

て、この頃ようや く形態学の醍醐味がわかってきたよう

な気がする。移り気な性格は治らないので、研究テーマ

もまとまりが無 く.なりがちであるが、小野教授の寛容さ

をもって許 されている(と 本人は思っている)。

ところで、形態学においては、できるだけ多くの時間

を観察に費やすことが肝要であろう。夜遅 くまで残って

解剖実習をしている学生は、概 して要領が悪く、従って

マルチプル ・チョイス形式の試験の成績も芳しくないこ

とが多い。けれども、そういう学生ほど、どこにどんな

臓器・神経 ・血管があるか・をしっかりとしたイメージで

把握 しているような気がする。そういっだことを正当に

評価する手段を持 たないもどかしさを感 じているこの頃

である。

(解剖学第一講座 助教授)
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臨床検査医学講座の開設

牧 野 幹 男

本年、昭和63年5月 に本学に臨床検査医学講座が設置

されることが決定 された。これは長年にわたる歴代の学

畏、副学長さんの御努力によるのであるが、また各講座

の先生方の御理鰐と御支援の賜物であり、深く感謝して

いる。

講座の開設が決ったばかりで、その研究室等の場所、

スタッフの構成も未定であり(来 春、移動の予定)、 目

下の所従来のように病院検査部に同居 して、開講のため

準備を行っている状態である。

臨床検査を基礎にした講座は、日本では昭和36年 に順

天堂大学医学部に臨床病理学講座が置かれたのが最初で

あるが、以後私航大学ではそのほとんどに設置 されてい

る。国・r.大学ではそれより遅れて昭和55年 にk阪k学 に

開講されにのが最初であった。次いで新潟大学、東北大

学と続き、その後毎年数大学づっ認められ既設の人学で

はほとんどすべてに置かれている。本年いわゆる新設医

大として最初に本学と愛媛大学に認められた訳である。

講座名にっいては、私立および公立大学では 「臨床病

理学講座」とする所が人半であるが、中には病態診断学、

検査診断学講座とする所もある。"ClinicalPathology"

の 日本名として臨床病理学の名がもっとも普遍的と思わ

れるが、それは基礎医学の病理学講座と混同されやすい

という議論があり、国立大学では当初病態診断学、臨床

検査診断学の名を冠するものが多かった。しかしその後

いろいろな議論の末、臨床検査医学という名称が次第に

定着してきており、本学でもそれにならうこととなった。

以r.の 過去からの経過から理解 されるように、本講座

の基本的な目的は臨床検査技術を基盤に、従来の"内 科

診断学"を 拡充 ・体系化 し、'それを診療面において実践

することにある,,本 講座は当然のことながら、臨床講座

の ・つという認識のr.に 、kっている。

医療の進歩は、1)治 療法 ・治療技術の新しい発展、

2)よ り確実な病態診断をうるための臨床検査法の開発

・発展、および、3)各 種疾病予防法の確立、の3本 柱か

ら成立している。臨床検査はそのいつれにも関与 してい

るが、とくに2>と3)の 分野で重要な役割 りを果 さなけ

ればならない、,

近 年でのX線CT、 超音波断層法、NMR等 の画像診

断の華々しい登場が、医療の進歩に衝激と加速を与えた

ことは記憶に新しいが、その他のいわゆる検体検査の領

域でも発展が著しく、多様化と高度化が進んでいる,,現

在、検査項目数は約800種 と算定 されているが、年々約

30～40種 が増加するものと予想されその対応はますます

困難な状況となっている。情報の多様化 ・複雑は一方で

は統合的 な解析による単純化を必要としている。

現在、診療科では領域別、臓器別の専門化が進行 し、

総合的な診断技法はともすれば忘 られがちな傾向がある。

そのためいくっかの大学では総合診療科(部)、 プライ

マリ・ケア科などが置かれ活動を開始しており、その傾

向は徐々に一般化 してきている。

長い陣痛期を経てこの世に生を享けた臨床検査医学講

座は将来に向って次の事項を目標にしている。

1)新 しい検査法 ・技術の開発と臨床的適用における

問題点の解明:こ れは従前から室として検査部におい

て行なわれて来たことであるが、各診療科および検査部

との連携のもとにさらに努力を傾けなければならない。

個々の検査法についてだけでなく、多変量解析的手法や

人丁二智能的アプローチが重要性を増 してくるものと思わ

れる。

2)臨 床予防医学的実践:予 防医学といえば特定の

集団を対象とし、特定の疾患を念頭に置いて推進 されて

来た公衆衛生学的立場を想起されるかも知れない。臨床

予防医学はそれに対し、個々の患者あるいは人を対象に、

早期診断 ・早期治療、予知診断 ・発症予防 ・健康増進の

理論的体系化を日的とするものである、,他大学の同種講

座では、すでに健康管理科、プライマリ・ケア科として

実践 している所もある。

以上の口標の発展のためには、各診療科の支援と若い

医師の参加が必要である,,若 く活力のある医師の参加を

切望している。

(臨床検査医学講座 教授)
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昭和63年4月1H付 けで病 理 学 第 一 講座 に小lil教 授 が

就 任 され ま した。小 川 教 授 は すで に教 育 ・研 究 に 当た ら

れて}Jり ます が、本 誌 では 身近 な 方か らの紹 介 と 、御本

人 か らの挨 拶 を いた だ きま した、、

(学 生 課)

羅 難灘 　 繍1.1勲 難:鱗 罵

病理学第二講座 教授 片桐 一

小川勝洋先生を病理学第 ・講座教授としてお迎え出来

たことを心から御慶び申し⊥げ、そして御祝中しF:げ ま

す。

病理学を嘩攻する同僚として小川勝洋先生を御紹介致

します。

小川先生は、昭和43年 札幌医科大学を優秀な成績で卒

業され、その後直 ちに小野江為則教授が主宰する第二病

理学講座の助手となり、病理学をスター ト致しました。

この時代から実験肝癌を中心とした発癌過程の超微形態

学的研究に没頭され、数々の優れた業績をあげておりま

す。昭和49年 に 「肝類洞細胞の電顕的研究1と 題する論

文で医学博士の称号を得ております。その後、 トロント

大学病理学教室(Farber教 授)に2年 間留学 され、肝

増生結節の超微形態 と組織化学的解析により、優れた知

見を発表 しています。昭和59年 には、小野江教授の後任

の森道夫教授の助教授に昇任 され、実験病理学について

は勿論のこと、人体病理についても研蹟を積まれ、更に

学生、教室員の指導に抜群の力を発揮されました。この

優れた小川先生を旭川医大に迎えた時、札幌医大森教授

は教室のバックボーンを失ったとうれしい悲鳴をもらし

ていました。

小野江教授以来の札幌医大第二病理学教室では、肝臓

の場を用いた発癌の超微形態学を中心とする研究を進め

ており、小川先生はその大 きな推進者でした、,下田学長

に始まる旭川医大病理学第.・教室は、中枢神経系の超微

形態学を中心とした研究を進めて来、又臨床病理 にも多

くの足跡を残しております。小川先生は、この2つ の教

室の研究の流れを統合し、新 しい観点からの病理学を創

造されるものと思っております,,

小川先生は、ジョギング、野球、羽球、スキーを得意

とするスポーツマンと聞いております。旭川医人に着任

されて4ヶ 月が過 ぎ、教授を先頭にして病理学第 ・教室員

はユニフォームを新調 して野球の特訓をはじめている様

子です。早速、病理対抗戦が始まります。どちらの教室

が、下出晶久杯にそそがれた勝利の美酒をlIに すること

が出来るか、楽 しみにしております。自然豊かな地にあ

る旭川医kで 、スポーツで体 を鍛えながら、研究、教育、

臨床病理に一層 発展されることを願って居ります。

ジ磯 鞭 就釜 催 灘難 鰯羅lll縫　・

■ 病理学第一講座

」、 も

■ 小川 勝洋

この4月 から病理学第一講座 を

担当し、既に4カ 月たちました。

ト田現学長の開設 されたこの講座

を引き継 ぐことはたいへん名誉な

ことと思いますと共に、責任の大

きさを深 く感じております。微力

ではありますが全力尽 くして当たるつもりでおります。

現在教室員は私を含めて8名 で、野球チームには一人

不足ですが、さっそく研究、教育、病理実務などに取り

組んでおります、,病理学はたいへん多岐にわたる学問で

すが、大きく分けますと病理組織診断とか病理解剖とか

臨床医学に直結する臨床病理と、実験をギ体とする実験

病理に分かれます。したがって、基礎医学と臨床医学の

両方にまたがったところがあり、基礎講座の中でもやや

特殊な位置に在ります。近年、病理組織診断は患者の治

療方針や予後を決定していくうえで非常に重要となり、

プラクチカルな面での重要性がますます増大してきまし

た,、 一方、病理学は病気のメカニズムを研究するわけで

すが、その基礎となる生命科学の最近の進歩はすさまじ

いものがあります。病理学者はもともとマルチ人間であ

ることが必要とされてきましたが、最近ではますます高

度のマルチ性が要求されるわけです。浅学非才の私にこ

の両方がどれほどこなせるか分かりませんが精いっぱい

努力する所存ですUま た、病理学講座の活動には臨床、

基礎各方面のご理解とご協力を賜らなければなりません。

この場をお借 りしまして、宜しくお願い申し上げます。

私の研究の専門はラット、マウスなどをもちいた実験

肝癌をモデルとした発癌過程の解析です。はじめの頃は

電子顕微鏡を主体 とした形態学的研究が主で、癌がどのよ

うな過程を経て発生するかということがテーマでしたが、

最近は遺伝異常モデル動物、細胞工学、遺伝子技術などを

応用した仕事が多くなり、今後は癌がどの様なメカニズム

で発生するのかという研究を目指したいと思っております。

病理学の最近の流れは病気のメカニズムを分rレ ベル

で解明しようとする傾向になってきたことです。どの研

究分野でも同じことと思いますが、なにかを解明しよう

とするときには現時点での科学の最も進んだ知識を基礎

として、それに見合ったテクニックを最大限に応用する

ことが最も効率のよい方法と思われます。また、急速 な

科学の進歩に食いっいて行くためには情報やテクノロジ
ーの面で凱ち後れないことが必要であり、最近では特 に

その必要性が強いように思われます、、教室としましては

従来の光学顕微鏡や電f一顕微鏡による病理形態学に加え、
一っでも多く新 しいテクニックを導入することにより、

旧いテーマにも新しいメスを振るい、より疾患の本質に

迫れるような柔軟な研究体制をつくることを目指 したい

と思っております。今後ともご指導、ご鞭握 ドさいます

よう宜 しくお願い甲し上げます。

J
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去 る3月25日(金)に 本学を卒業したuo名 の勤務(連

絡)先 は次のとおりです。

また、4月 に行われた第82回 医師国家試験には本学卒

業生117名 が受験 し、98名(62年 度 卒業生91名)が 合格

しました。
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第14回 医 大 祭
0

ア ー マ

命の輝 きを求めて

第14回 医 大祭 か 去 る6月16目 休1か ら19日r日)ま で の4H

間 、開催 され ま した1,

今年C14U411を 迎 えた医 大祭 は 、前 夜 祭 な ど一部 の 合

1醐が「tiのためIIIlEと な り ま した が 、医学 展 をは じめ展 示

会 ・模 擬 店 な との企画 は 、1811q.)・19「llmの 一一般 公開 「1

に緑 が 丘地 区 斉は じめ とaる 全 市 か ら 多数 の 市民 を迎 え

好評 を博 し、地 域 の 大学 理 解 に 大い に役 跣 ち、無 市終 了

しま1.た 。

(学生 課)

劇団しき公演

第14回 医大祭 を振 り返 って

第4学 年 大 島 昭 博

第1411Il医 大 祭 が6月1fil1休}か`～19日1【Dの 間 にlWhat'S

医 大 祭 一 命 の 輝 き を求 め て 」 の フ ・ マ で 開 催 さ れ ま した,、

尺候 に はAliれ ま 廿 んr.し た が3,000人 前 後 の 入 場 者 が

あ り 、 成 功 の)ち に終 わ り ま し た,.,

看こ1山1とし(『1,r2イK(7)1{箭 ～t耐1:、97『,(ノー)医7三;を展 や 展!」㌃∫で、

ク'ノ ーノ ・→ナ ク ノレ1=,1=るt,茶 ニミ、1寅 ∫蒙0、 」 ン →1・ 卜 、'1守

棋 た 会 、 模 擬 店 、 そ し(実 行 委 員 会 企[山1と し て 前 夜 ¢Y

ス ホ ー・ツ 大 会 、 映 山 会 、 後 夜 祭 と 盛 り沢 山 の 内 容 が 企 画

,tれ ま 〔.た 、、 し か 〔.、 大 変 残 念 な こ と に 前 夜 祭 は5年 ぶ

り にlblC`中il:と い)結 果 に終 わ り よ し た 、,

/¥回 の 前 夜 祭 は
、 今 ま で13回 を 重 ね た 医 大 祭 の 中 で

毎 回 そ1な わ れ な が ら も 定 着 し て い な か',た 場 所 を 西 武 デ

ハ ー トに 移1 .、irijデ ハ ー トの 協 力 を得 て 来 年 以 降 の 大 学

祭 に つ な けCい こ う と 考 え て 企 画 〔.た も の で し た の で 、

中lf:に は な り ま した が 、 来 年 以 降 に こ の 企 画 が 参 考 に な

る こ と と 自 負 して お り ま 司口 そ して 全 学 生 ・全 「行民 が 、

「医 大 祭 の 前 夜 祭 は 西 武 で 行 な わ れ る も の だ1と 思 い
、

医 大 祭 が市 民 行 事 と して定 著 した もの にな ろ よ うに して

行≧きた い と九塾い ます,、

とこ ろで運 営 面 につ いて で あ りま 弓が 、僕 が人学 して

以 来 、 大学 祭 実 行委 員 会 は 年 々 人数 が滅少 して お り、今

年 はつ い に 当Hの お 手伝 い の 人 、6年 生 を除 いて10人 を

切 ・・て 〔、ま い ま した,、また3年 生 以 下の実 行i=llが:S人

と少 な く、新 人生 にいた ってはゼ ロとい う状 態 で 弓,,こ の

ま ま では実 行 委 員各 人 の 負担 がkき づ ぎて 大学 祭 の運営

が う ま くい か ない こ と 力予 想 され ま`'。 ・'r:祭はみ ん な

でっ くる もの'であ り、み ん な で楽 し4,'もの'C'一む,

今 年の 医 大祭期 問III(準 備 期 間 を含 め て)ど れだ けの

学 牛 か医 大祭 を楽 しん で い たで しょ うか?僕 が 見 て いた

限 りで は あ ま り 多 くの 人 か医 大祭 を楽 しん で い た よ うに

は 見 え ませ ん で した、,果た してみ ん なは この よ うな 大学

祭 で満 足 して い るの で し潅 うか、、僕 を含め た現 在の 実 行

委 員 や 多 くの実 行 委 員OBは も っ と 多 くの 学 生 が 主体 的

に参加 す る医大 祭 を期待 して い ます 。

1.体的 に参 加 して ほ しい と い うの は別 に 「誰 で も良 い

か ら実 行 委 員 に なれ}と 言 っ て い る訳 で は あ り ませ〆Li,

実 行委 員 会の 川 した 方針 や企 画 が気 に入 ら な けれ ば積 極

的 に意 見 を出 して下 さし㌔ 実 行 委X11.4則 と して も 白分達

だ けで は ア イテ ア不 足 で 良 い考 え カ㍉lllす、 多くの 人の 意

Qを 聞 きた い と い うの が 本心 で す 。

今回 の 前 夜 祭の こ と につ いて 「雨 が降 った ら中止 に な

るよ うな と ころで や る な」 と い う意 見 の人 も 多いZl、 」=

う。 と い 一・て実 行 委 員 会 が雨 の場 合 の こ と を考 え な か っ

た わ けで は あ りませ ん,た だ 、雨 の降 る確 率 と西武 で 前

夜 祭 を行 な う意 義 をは か りに か けた場 合、 後者 の 方 が 弔

か った とい うこ とで す,,実 行 委 員 不足 で な けれ ば晴 天 の

場 合 に並 行 して雨 天の場 合 も対 応 で きるの で オ が、 今回

の 人数 で は 雨 が降 った らIIIlトせ さ るを得 ませ んで した,,

この こ と につ いて は 、 前 夜祭 に期 待 してrig.いた 多 くの学

生 に対 して 申 し訳 ない とい う思 い で ・杯 で す、,

1、か1、、中 止に な って か ら 「雨 で 中 止に な る よ うな と

二ろで や るな」 と 爵わ れ て も ど うしよ うも な いの で 、 こ

うい う意 兄は も っ と早 い時 期 に出 してほ しい と思 い ます。

また、 大学 祭 σ輝 営 の仕 組 み に関 して知 ら ない学 生 が 多

く、実 行 委 員 会 と ・般 学 生 との 間 に行 き違 い が生 じcい

る場 合が 多い の で、 米 年 か らは 大学 祭の運 宮 のfl:組 み を

理 解 して も らえ るよ うに した い と思 い ます,,

第15回 大学 祭 実 行委 員 会は 今 年 の10月 に発 足 しよ一凱,

そ の準備 の た め に4年 生 以 下 の実 行委 員が 、夏 休 み 開 け

か ら動 き始 め よす 、,その時 には 是非 多 くの 人 が意 見 を出

して くだ さる よ うお 願 い します 。

最 後 に な りま した か 、今lr】1の医 大祭 に関 して御指 導 ・

御 協 力項 きまLた 諸 先生 方、 大学 関 係 者の 方 々 ど)も あ

りか と うご ざい よ した、,

(第14回 医 大 祭実 行 委 員 会委 員長)
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■ 外科学第一講座 ■ 笹嶋 唯博

教室は初代鮫島夏樹教授のもとに昭和48年 開講、昭和

51年11月 診療が開始されな,ス タッフはいずれも北人第

二外科出身で、鮫島教授は消化器外科、小児外科を専門

とし、久保助教授(現 第 ・外科教授)は 胸部外科、血管

外科が専門である,,そ れぞれ分担して診療研究にあたら

れたが、スタッフ全11が 胸部外科や腹部外科の専門医で

あり高度な医療を求められる大学病院において外科全般

を診療せねばならなかった初期 には、極めて心強いもの

があった。昭和54年 一期生が入局後、診療内容の一層の

充実のため研究班に準 じて専門診療班をつくり、スタッ

フは心臓、血管、肺、消化器及び小児外科の5班 に配属

された。鮫島教室では外科全般にわたる修錬が可能 なよ

うにこの体制を基本として相互に補助 しっっ独自の研究、

診療が行われ、基礎研究も人工臓器、心筋保護、癌など

多彩であった。本年4月 、二代 目久保良彦教授が就任 さ

れた、,久保教授は外科診療、研究、教育に関する基本理

念は変らないが、診療班をより教室の現状に即 した形に

すぺく循環器と腫瘍の2班 に再編し、心臓血管、肺、縦

隔、食道 などを主な対象疾患とした。年間手術例数は昭

和59年 以降300例 を越 え、62年 には心大血管23、 末梢動

脈70、 胸部腫瘍62、 小児外科33な ど393例 であった。教

室員は現在42名 である。研修医は入局1年 口の秋から道

内主要研修病院にて1_.2年 間の初期外科研修及び麻酔

研修を行う。その後、10年 までに博士号取得、関連病院

における1年 間の中期石刑修が行われる。何科を問わず医

師として実質的な活躍は10年 を過 ぎてからであり、その

時のために卒後10年 間の充電期間を極めて重視 している。

外科における基礎研究は臨床と相互にfeedbackさ れ な

ければ意味がない。人工血管、人工気管、心筋保護、新

しい絶診断など臨床応用により、確実に成果が得られて

いる。鮫島教室かx,10余 年が経過 し、本学もその医療機

関あるいは医科人学としての特徴ある在り方を示さねば

ならない時期にきている、,教室も医局員や関連施設数、

医療圏のneedsな どおかれた環境の特殊性に適合した特

徴ある教室づ くりが必要となってきており、multipoten-

tia且で、外科診療に強い、手術のできる外科医の養成を

第一に考えている。

(外科学第・・講座 助手)
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ス トツ プ ザ 駐車違反

学生 ・教職員の皆 さん、車 を構 内通路に停めた り、

許可証が無いのに駐車場に停めるのは止めましょう!

脳 脳 燃脳 襯燃燃 燃騰 襯騰 欄

上口勇次郎

山には多数決はない

今年の3月 に退職されたドイッ語の丸子先生は登山の

大好きな先生 として知 られている。何かの会合の時、私

の山での体験を先生にお話 したところ、先生は開u一 番

「山には多数決はない」と言われた。

その体験 とは人学院生時代 、札幌近郊の空沼岳へ早春

に登山 した時のことである。私を含めて3人 の大学院生

は両棲類の初期発生の研究のために受精直後のエゾアカ

ガエルの卵を採取しようと空沼岳へ向かった。山麓の生

息地には目指すカエルの卵塊がたくさん見っかった。そ

れを採取 してすぐ帰ればよかったものを、せっかくここ

まで来たのだから頂上まで登ってみようと言うことにな

った。これは先ず最初の多数決で決まったことであった。

3人 とも登山の経験 に乏しく、もちろん、予備の食糧な

ど持ってはいなかった。山道を少し登り始めたところで

雪のために道は全く分からなくなって しまった。そのう

ちに1人 が言い出した。 「道が分からないまま登るのは

危険だ。引き返そう」しかし、私は言った。 「道筋の木

には赤いテープが付いているじゃないか。これを辿って

いけば大丈夫だ」もう1人 もこれに賛成してそのまま登

ることになった。これが第2の 多数決であった。長い時

間をかけてやっと頂上に辿り着いた。天気にも恵まれ、

山頂からの眺めは壮大であった。3人 とも 「登山したこ

とは正解だったな」と言い合って喜んだ。山頂での昼食

後、さて下山ということになって1人 が言い出 した。

「まだ時間もたっぷりあるし、雪漢滑 りを楽 しみながら

帰ろう。赤いテープの道から外れないようにすれば大丈

夫だろう」私はこの案に賛成 し、もう1人 はそのまま下

lliしよ うと言った。これが第3の 多数決であった。みん

なビニール袋を持っていたので、それを尻 に敷いて滑り

出した。その快感に胸をおどらせて、次から次へと急な

斜面に挑戦 していった。ふと気が付くと道標の赤いテー

プはどこにも見当たらなかった。空を見上げると、いつ

の間にか天候が変わり、空には暗雲が垂れ籠め、霧も出

始めていた。3人 は急に不安になり出した。 「どうしよ

う」 「また登り直 して元の道に出よう」 「もう一度登り

きる体力がない」 「確か道は右の方向だったと思 う。そ

ちらへ下山 しよう」彼等は言った。 「いや、左の方角じ

ゃないか」と私は言った。結局、右の方向に下山 しよう

と言うことになった。これが第4の 多数決であった。し

かし、私の感覚はどうしても左だと言って、多数決に抗

った。そこで私は提案した。 「左の少 し向こうに小高い

稜線がある。あの上に登ってみて、見覚えのあるものが

みっからなかったら2人 の意見に従おう。30分 間待って

くれ」私は稜線に登って辺 りを見渡して、あっと思った。

夏III登山 したときに一度見た山小屋が見えたのである。

私は心の中で叫んだ。 「そら見ろ、私が正 しかった。我

々は助かった。凍死せずに済んだ」私は転 げるように稜

線を駆け ドり、彼等の元へと走った。2人 は私の報告を

聞いてもまだ信 じられないという顔をした。第4の 多数

決は崩れ去ったのである。

私は今、この春山での体験を白然科学に置き換えて考

えている。自然科学の事象は多数の人がそうだと言 うか

ら正 しいとは限らない。こう書いて見ると誰もが当然じ

ゃないかと言うかもしれない。しかし、時として知らず

知らずのうちに自然科学の中に多数決の論理を持ち込ん

でいることがありはすまいか。私は、丸子先生の言われ

た 「山には多数決はない」と言う言葉を 「自然科学に多

数決はない」と置き換えて座右の戒めとしている。

(生物学 助教授)

一10一

T
-

4

}

1

苧

う


